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論 文 内 容 の 要 旨 
 直交周波数分割多重(OFDM)は、マルチパスフェージングに強く、マルチメディアを柔軟にサポートする階層
化伝送を行えることから、地上デジタルテレビ放送規格として採用されると共に、幅広い応用が期待されてい
る。しかし、OFDMは高いピーク電力を発生することから線形増幅効率を著しく劣化させ、ビット誤り率が劣化
する。これに対して、サブキャリアの位相回転を用いてピーク電力を削減する部分伝送系列(PTS)によるピーク
電力削減方法が提案されている。OFDM伝送においてもビット誤り率の改善には符号化が必須であるが、PTSを
用いる符号化OFDM方式では位相回転の制御情報を別の通信路により伝送する必要があり、この通信路の誤り率
がシステム全体のビット誤り率に大きく影響する。 
そこで、本研究では、OFDM伝送における符号化によるビット誤り率の改善とピーク電力削減を目的とし、位
相回転に不変なトレリス符号化変調にPTSを適用してピーク電力を削減し、同時に位相制御情報も含めて符号
化できる方式を提案した。また、位相制御情報を用いなくても符号化が可能な方式も提案し、解析とシミュレ
ーションによりそのピーク電力削減効果、符号化利得、情報伝送率、ガウス雑音やフェージング環境下でのビ
ット誤り率特性評価を行った。 
 第1章から第3章では、それぞれ本研究の概要、OFDMの特徴とピーク電力削減方法、およびPTSでの通信路
符号化の必要性に関する研究背景について述べた。 
第4章では、PTSのピーク電力削減効果を劣化させずに位相制御情報を符号化して伝送する方式を提案した。
また、符号器が持つ本来の符号化利得を有効に利用できると共に、トレリス符号化変調を用いるため無符号化
の場合と比べて高い情報伝送効率が得られることを示した。  
 第5章では、位相回転の影響が後続１シンボルに限定されるトレリス符号化変調を対象として、位相制御情
報を用いない方式を提案した。提案方式は位相制御情報を符号化して伝送する方式と比較して、等しい情報伝
送効率を確保した上で、より大きな符号化利得を得ることができ、さらに回路規模も削減できることを示した。 
第6章では、結論として、本研究で得られた成果を示した。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 直交周波数分割多重(OFDM)は、マルチパスフェージングに強く、マルチメディア伝送を柔軟にサポートでき
ることから、地上デジタルテレビ放送規格として採用されると共に、幅広い応用が期待されている。しかし、
OFDMは高いピーク電力を発生することから線形増幅効率を著しく劣化させ、ビット誤り率が劣化する。これに
対して、サブキャリアの位相回転を用いてピーク電力を削減する部分伝送系列(PTS)によるピーク電力削減方法
が提案されている。OFDM伝送においてもビット誤り率の改善には符号化が必須であるが、PTSを用いる符号化 
OFDM方式では位相回転の制御情報を別の通信路により伝送する必要があり、この通信路の誤り率がシステム全
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体のビット誤り率に大きく影響する。 
本論文では、OFDM伝送における符号化によるビット誤り率の改善とピーク電力削減を目的とし、位相回転に
不変なトレリス符号化変調にPTSを適用してピーク電力を削減し、同時に位相制御情報も含めて符号化して伝
送する方式を提案している。また、本提案方式によれば、符号器が有する本来の符号化利得を有効に利用でき
ると共に、トレリス符号化を用いることにより、無符号化の場合に比べて高い情報伝送効率が得られることを
明らかにしている。 
次に、位相制御情報を用いなくても符号化が可能な方式も提案し、解析とシミュレーションにより、位相制
御情報を符号化して伝送する方式と比較して、等しい情報伝送効率を確保した上で、より大きな符号化利得を
得ることができ、さらに回路規模も削減できることを示している。 
以上のように、本論文はOFDMにおけるピーク電力削減とビット誤り率の改善に関して優れた特性を有する位
相回転制御情報を含めた符号化方式、および位相制御情報を用いなくても等しい情報伝送効率と符号化利得が
得られる伝送方式に関する研究成果をまとめたものであり、多くの知見を見いだしており、情報通信工学の発
展に寄与するものと考えられる。したがって本論文の著者は博士（工学）の学位を受ける資格を有するものと
認める。 
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